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世界の食糧需給は今･･･生産と在庫が減少

鳥取大学農学部、教授　伊東正一

2003年9月1日

コメは史上まれにみる減産続き

コメは世界で最も多く人類に直接消費されている穀物であるが、このコメが1999年の史上最高の生産量を遂げた後は減産が続き、4年たった現在もこれまでの史上最高を更新していない。世界のコメ生産を過去40年間あまりに見てみると、1960年代初頭の約1億5千万トン（精米換算）から順調に上昇を続け、1999年に初めて4億トンの大台を超える快挙を遂げ、4億900万トンとなった（図1）。それまでの40年間の生産量の動きを見ると、ほぼスムーズに増産傾向を見せ、減産になったとしてもわずかに1年間、長くても2年後にはそれまでに史上最高の生産量を更新するという状況であった。

[image: image1.wmf]図1.世界におけるコメ、コムギ、コーンの生産量と消費量の推移
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1999年までの40年間で、最も長いスランプが1980年代の半ばである。1985年の3億1、800万トンを記録したあと伸び悩み、3年後の1988年にようやく史上最高を更新した。1985年の生産量も前年の史上最高記録を更新したとはいえ、わずか百万トン余の上積みでしかなかった。よって、1984年から1987年までの4年間は実質的には横ばいで推移したことになる。その横這いでさえ、それ以前の状況から見れば実にまれなことであった。

ところが、2000年以降に見る減少はその比ではない。2002年の生産量はそれまでの史上最高だった1999年の生産量を7%あまり（約3千万トン）も下回るという異常な事態となった。今年産になってようやく上向いた生産量の予測とはなったものの、4億トンのレベルをまだ1千万トン下回っている。どうしてこのような事態になったのであろうか？

コメは世界の生産量の9割がアジア地域で生産される。特に、中国は生産面積の広大さと世界最大の人口により、世界のコメの3分の1を生産･消費している。こうした、アジアにおいて、コメは主食であり、貧困地域の多いアジアではコメは市場価格に関係なく生活の糧として、また、自給食料として生産されるというイメージが強かった。しかし、コメの市場価格の影響はそうした貧困層にも大きな影響を及ぼしており、「儲からないなら作らない」、という状況が発生している。そこで、これらの生産高を価格の変化と共に比較してみると、先に示した1980年代の半ばの国際価格は1980年前後の高価格のあとで、大きく低迷した時期であった（図2）。

[image: image2.wmf]図2.　世界におけるコメ、コムギ、コーン及びダイズの価格, 年平均 (名目価格, $/ﾄﾝ, 1961年〜)�
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注１：コメ：Bangkok, 5% broken, milled.　コムギ：No.1, Hard Red, US Gulf.　コーン：Yellow No.2, Chicago.　ダイズ：US(Rotterdam)�

注２：2003年の価格ﾃﾞｰﾀは、USDAのWASDE, August 2003より算出した。

注３：米国のCPIはIMF(1997年まで)及び日本経済新聞(1998年以降)より得て、2000年を100として表した。�


農産物といえども、生産が採算に合わなければ農家に増産意欲は望めない。本当に家庭内で消費する分だけあればそれで十分ということになる。ただ、生産技術が向上し、実質的に生産コストが低くなれば市場価格が同じであっても収益は拡大することになる。このような場合は増産となるが、その様な技術的な向上がない場合は市場価格の変化に生産も影響されることとなる。発展途上国においても農業が商業化してきている、という多くの研究報告がある。また、競合作物があり、そちらの作物の市場価格が相対的に上昇すれば、そちらに転作する、ということも生じてくる。このように、農産物の市場価格の変化は生産に大きく影響することとなる。

そこでさらに、異常事態とも思える2000年以降の直近の状況を見ると、この間のコメの国際価格は1980年代半ばの相場を下回るほどの低迷となっている。特に、1996年の1トン当たり340ドル（バンコク、5%砕米）から、急激に崖を転げ落ちるかのように下落し、2001年には170ドルまで値下がりした。わずか4-5年間に価格は半値にまで値下がりしたわけである。2002年には少し価格は持ち直し、190ドルのレベルに達したが、それでも生産は上向かず、2003年の新たな価格の上昇によりようやく減産が止まり回復の兆しを見せる状況となっている。

コムギはもっとひどい

　ところで人が消費する食料としてはコメに次いで重要なコムギはどうか？コムギはコメに輪をかけてひどい状況である。コムギのこれまでの史上最高は今から7年前の1997年に6億1千万トンが記録されている。その後は減少を続け、2003年産は7年前より10%も少ない5億5千万トンの予測となっている。コムギはコメに比べ、史上最高が更新されない期間が少し長く、図1に見るように、3年おきくらいには更新されてきた。また、7年前の史上最高も、それ以前の史上最高だった1990年から7年を経てようやく更新している。このように7-8年規模のブランクが立て続けにコムギでは発生しているわけである。この背景にはアメリカが1981年に7,600万トンを記録したあとは減産の傾向をたどっており、国際相場が比較的に良かった1989年においても、翌年産の生産量は1981年の記録を更新するには至らなかったこと、そうして、その後も大幅な減産になっていることなどが上げられる。また、中国やインドにおいても、近年は減産に向かっている。この分では、これまでの史上最高が更新される時期を予測するのは困難なことである。

　ところで、コムギの国際価格はどうか？1981年に一つのピークを記録したあとは低迷し、1989年にもう一つのピークを迎えた。そうして、1996年には1トン当たり200ドルを上回る価格に達したが、その後は下落し、2003年の平均価格は125ドルが見込まれている（2003年8月上旬現在の見通し）。年間の平均価格としては前年を下回る予測となっている。

エサが主体のコーンは堅調

主要穀物としては残りはコーンとなるが、コーンの生産量は6億トン余り。このうち約6割が家畜のエサとして消費される。また、コーンではアメリカが世界最大の生産国で、世界の生産量の約4割を占める。だから、世界の生産量を見ると、時々大幅に減産している年がある（図1）。1974年、1983年、1988年、1993年、1995年のくぼみがそうであるが、これは主にアメリカにおいて減反政策が実施され、さらに、自然災害が重なって発生したことに起因する。減反政策が廃止された1996年以降はその様な急激な減産のくぼみは見られない。

さて、このコーンにおける世界の生産量であるが、コムギに見られるような長期に渡るブランクは見られない。近年においても、2000年前後に4年間に渡る横這いの状態はあったが、2003年においては史上最高の6億1,500万トンの生産量が見込まれている。その一方で2003年の価格は1987年以来の価格低迷で、1トン当たり86ドルが予測されている（2003年8月上旬現在の見通し）。

価格の低迷はコムギより大きいのになぜコーンはこのように生産が堅調なのか？それは、一つには1ha当たりの単収増による生産コストの削減があるようだ。世界の平均反収は2003年までの5年間は、コメが2．63トンで横這い、コムギは2．70トン当たりから2．62トンへと減少、そうしてコーンは4．35トンから4．43トンへと年を追ってほぼ堅調に伸びている。この単収の伸びは、エサが主体のコーンにおいて、味にそれほど関係なく増収を課題とした品種改良を進めることができ、その一方で、人の消費を主体とするコメやコムギの品種改良には困難が伴うという事情もあるのかもしれない。

急減する在庫

　図1には生産量のほかに消費量のグラフが点線で表示してある。この点線のグラフを見ると、コメ、コムギ、コーンのいずれも近年は消費量が生産量をしのいでいる。その分だけ在庫量が減少していることになる。その在庫量の減少は目を見張るものがある（図3）。コメの期末在庫はこれまでの最高であった2000年の1億4,800万トンから2003年には8,500万トンへとほぼ半減する勢いである。コムギは2001年までの5年間は2億トン前後という高い水準を維持してきたが、この2年間で激減し、2003年の期末在庫は1億3千万トンと予測されている。そうして、コーンは1999年の1億7,200万トンから今年度末には7,900万トンへと、わずか4年間で半分以下に減少する見通しである。

[image: image3.wmf]図3．世界におけるコメ、コムギ、コーンの在庫量と在消比率の推移�

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

1960

1962

1964

1966

1968

1970

1972

1974

1976

1978

1980

1982

1984

1986

1988

1990

1992

1994

1996

1998

2000

2002

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

期末在庫量 コメ�

期末在庫量 コムギ�

期末在庫量 コーン�

在消比率 コメ�

在消比率 コムギ�

在消比率 コーン�

(100万トン）

（％）

伊東正一：「世界の食料統計」伊東研究室ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ, 鳥取大学：(http://worldfood.muses.tottori-u.ac.jp） 2003年9月1日閲覧.�




在庫の量を消費の量で割ったものが「在消比率」（Stock-use ratio）と言われるものであるが（在庫率と呼ばれることもある）、この比率も同様に激減している。2003年度末における世界の在消比率はコメ、コムギ、コーンがそれぞれ21%、23%、12%となっている。このような低いレベルの在庫量はコメが20年来、コムギが30年来、コーンが同じく30年来のものとなっている。

　世界の必要量に対してその在庫量が減少すると言うことは、しかもそれが20年来、30年来の低レベルであるという今の現状は1970年代の食糧危機を彷彿とさせ、本来ならば危機的状況で、国際相場は暴騰してもおかしくないはずである。

国際相場は意外にも平静

　かつては、市場価格を予測する場合は在庫の量を計測して予測するのが常であった。現在でもその基本的な方法は変わらないが、その影響レベルが一昔前とは大いに異なっている。つまり、数十年前に置いては、在庫量を高いレベルに保つことは極めて重要なことであった。しかし、近年においては、国際貿易の量が大規模になってきていること、港湾や道路、トラックの性能などの運搬手段が改善されてきたこと、パソコンの普及で世界の情報が瞬時に入手できること、生産技術の発展により生産の拡大･縮小がかなり意図的にできること、こうしたことなどにより、世界の食糧の物流は数十年前に比べ、かなり正確に、かつより速い速度で手配できる状況となっている。こうしたことから、在庫の量はすべての産業において以前より相対的に少なくて対応できる状況にある。

　また、在庫を持つと言うことはそれだけでかなりのコストになる。日本でもコメ1トンを1年間保管するのに1万円余りのコストがかかる。よって、どこの国でもできるだけ在庫を少なくするというのが近年の手法である。アメリカは1980年代の前半までは、在庫を抱えすぎて農業政策が失敗する状況であった。これを教訓に、1980年代の後半には在庫を少なくするための政策を採っている。ここに来て、中国も在庫を大幅に減らしている。インドも同じ傾向が見受けられる。2000年までに増大した在庫を減している訳である。

　ここで、世界の穀物相場は上昇しても決しておかしくないが、仮に、1990年代半ばのような価格になったとすると、世界の生産量はまた急激に増大するであろう。そうして、その後は再び価格の低迷が到来することになろう。しかし、それ以前に国際相場はそれほどには上昇しない。国際相場の上昇は世界中の生産を刺激し、相場が数年間に渡って急な上昇を続けることはかなりあり得ないことである。それには世界中の広い地域で同時に自然災害が襲ったような場合でない限りあり得ないであろう。しかし、その様なこと自体が現実的には極めて希有なことである。

　さらに、コメやコムギの生産量が価格の低迷で伸び悩む一方で、ダイズは急激な増産が続いている。この15年間で生産量は倍増し、2003年に2億トンの大台を超える見通しである。これは、ダイズの価格も低迷しているにもかかわらず、ブラジルなどの南米を中心に増産が進んでいるからである。

　このように、現代の世界の食糧生産は発展途上国も含め、情報から物量までの総合的な技術の発展、そして相場の動向を注意深く見ながら決定していくという時代に変化している。それだけに、穀物価格の上昇の可能性は小さくなりつつある。

（データの詳細にあたっては、当ホームページ、世界の食料統計、http://worldfood.muses.tottori-u.ac.jpをご参照いただきたい。）
